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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注出口(4) を備えたキャップ本体(2) と、該本体後部に後部を回動可能に連結して上記
キャップ本体上面を開閉可能に設けた蓋体(3) とを備え、上記蓋体(3) の周壁(12)前部裏
面を上記キャップ本体(2) 前部に凹凸係合手段を介して係合させたキャップに於いて、上
記蓋体(3) の周壁(12)の両側をそれぞれ内方へ弾性変形可能に構成するとともに、上記周
壁(12)両側の弾性変形時に上記周壁(12)前部が前方へ突出する如く弾性変形して、上記凹
凸係合手段の係合が解除される如く構成し、上記内方へ弾性変形した蓋体周壁部分が摺動
上昇する摺動面(21)を、上記キャップ本体(2) 両側部分に凹設し、蓋体周壁(12)両側内面
に突設した摺動突起が上記摺動面(21)を摺動上昇する如く構成してなることを特徴とする
キャップ。
【請求項２】
　注出口(4) を備えたキャップ本体(2) と、該本体後部に後部を回動可能に連結して上記
キャップ本体上面を開閉可能に設けた蓋体(3) とを備え、上記蓋体(3) の周壁(12)前部裏
面を上記キャップ本体(2) 前部に凹凸係合手段を介して係合させたキャップに於いて、上
記蓋体(3) の周壁(12)の両側をそれぞれ内方へ弾性変形可能に構成するとともに、上記周
壁(12)両側の弾性変形時に上記周壁(12)前部が前方へ突出する如く弾性変形して、上記凹
凸係合手段の係合が解除される如く構成し、上記内方へ弾性変形した蓋体周壁部分が摺動
上昇する摺動面(21)を、上記キャップ本体(2) 両側部分に凹設し、上記蓋体周壁(12)両側
にそれぞれ設けた後向き段部(22)を介してその前方の周壁(12)を幅広部(12a) に形成する
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とともに、該幅広部(12a) 内方の上記キャップ本体(2) 両側部分に上記摺動面(21)を凹設
し、上記幅広部(12a) の各後端部下端のコーナー部(24)がそれぞれ上記摺動面(21)を摺動
上昇する如く構成してなることを特徴とするキャップ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はキャップに関し、詳しくは、容器体等の口頸部に装着する本体上を開閉可能に
蓋体を設けたキャップに関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記キャップとして、容器体に嵌着した本体と、該本体の後部に後部をヒンジ連結して
その上面に開閉可能に設けた蓋体とからなるものが提案されている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　上記キャップは、容器体口頸部に嵌合する周壁の上端より注出口付きの頂壁を延設した
本体と、該本体後部に後部をヒンジ連結して本体上を開閉可能に設けた蓋体とからなり、
蓋体前部に突設した係合突起を、本体前部に突設した係止突起に係合させて閉蓋状態を維
持する如く構成している。
【特許文献１】特開２００３－１９１９９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記した如き従来のキャップは、閉蓋の際上記係合突起を係止突起に強制的に乗り越え
係合させ、また、開蓋の際にも同様に乗り越え離脱させる。従って、その係合強度が大き
ければ大きい程乗り越え難く、蓋の開閉が困難な状態となる。一方、その係合強度を小さ
くして乗り越えを容易に構成すれば、外力により簡単に係合が外れて開蓋してしまう等の
不都合を生じる。
【０００５】
　本発明は上記した点を考慮してなされたもので、蓋の開閉に際し、蓋体の本体に対する
係合が固くて外れ難いというような不都合がなく、容易に開蓋することができ、しかも、
一端閉じた蓋は確実に本体に係止されて外力により簡単に開く等の不都合がなく、また、
構造も簡単で安価に製造できるキャップを提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の手段として、以下の通り構成した。即ち、注出口４を備えたキャップ本体２と、
該本体後部に後部を回動可能に連結して上記キャップ本体上面を開閉可能に設けた蓋体３
とを備え、上記蓋体３の周壁12前部裏面を上記キャップ本体２前部に凹凸係合手段を介し
て係合させたキャップに於いて、上記蓋体３の周壁12の両側をそれぞれ内方へ弾性変形可
能に構成するとともに、上記周壁12両側の弾性変形時に上記周壁12前部が前方へ突出する
如く弾性変形して、上記凹凸係合手段の係合が解除される如く構成し、上記内方へ弾性変
形した蓋体周壁部分が摺動上昇する摺動面21を、上記キャップ本体２両側部分に凹設し、
蓋体周壁12両側内面に突設した摺動突起が上記摺動面21を摺動上昇する如く構成した。
【０００７】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、注出口４を備えたキャップ本体２と、
該本体後部に後部を回動可能に連結して上記キャップ本体上面を開閉可能に設けた蓋体３
とを備え、上記蓋体３の周壁12前部裏面を上記キャップ本体２前部に凹凸係合手段を介し
て係合させたキャップに於いて、上記蓋体３の周壁12の両側をそれぞれ内方へ弾性変形可
能に構成するとともに、上記周壁12両側の弾性変形時に上記周壁12前部が前方へ突出する
如く弾性変形して、上記凹凸係合手段の係合が解除される如く構成し、上記内方へ弾性変
形した蓋体周壁部分が摺動上昇する摺動面21を、上記キャップ本体２両側部分に凹設し、
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上記蓋体周壁12両側にそれぞれ設けた後向き段部22を介してその前方の周壁12を幅広部12
a に形成するとともに、該幅広部12a 内方の上記キャップ本体２両側部分に上記摺動面21
を凹設し、上記幅広部12a の各後端部下端のコーナー部24がそれぞれ上記摺動面21を摺動
上昇する如く構成した。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明のキャップは、上記蓋体３の周壁12の両側をそれぞれ内方へ弾性変形可能に構成
するとともに、上記周壁12両側の弾性変形時に上記周壁12前部が前方へ突出する如く弾性
変形して、上記凹凸係合手段の係合が解除される如く構成したので、上記係合が多少の外
力では外れることが無く不用意な開蓋を防止できる大きな係合強度を備えていているにも
拘わらず、容易な係合解除を行えるものである。
【００１０】
　また、内方へ弾性変形した蓋体周壁部分が摺動上昇する摺動面21を、キャップ本体２両
側部分に凹設してなるものにあっては、上記係止突起18と係合突起17との係合解除ととも
に、蓋体３を開方向へ自動的に回動させるため、より開蓋操作が容易となる。
【００１１】
　また、蓋体周壁12両側にそれぞれ設けた後向き段部22を介してその前方の周壁12を幅広
部12a に形成するとともに、該幅広部12a 内方の上記キャップ本体２両側部分に上記摺動
面21を凹設し、上記幅広部12a の各後端部下端のコーナー部24がそれぞれ上記摺動面21を
摺動上昇する如く構成してなるものにあっては、摺動接触面がコーナー部24の小面積でし
かも押圧し易いため滑らかな摺動上昇を行えるとともに、度重なる開蓋でコーナー部24に
変形が生じても閉蓋の際に摺動面21により広げられて元の状態を維持できる利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１及び図２は本発明キャップの一例を示すもので、キャップ１は、キャップ本体２と
、蓋体３とを備えている。両者は合成樹脂により一体に形成されているが、別々に形成し
て組み付ける如く構成することも可能である。
【００１３】
　キャップ本体２は容器体等の口頸部に嵌着固定させるもので、注出口４を備えており、
容器体等内の収納物を注出口４より注出する如く構成したものである。また、容器体５の
口頸部６外周に嵌合させた嵌合筒７を頂壁８裏面より垂設し、頂壁８周縁部からは二重筒
状に周壁９を垂設している。また、頂壁８の中央部をドーム状に膨出させた膨出部10に形
成し、その頂部に上記注出口４を開口している。更に、嵌合筒７内方の頂壁８下面より口
頸部６内周に密嵌するシール筒11を垂設している。
【００１４】
　蓋体３は、キャップ本体２の後部に後部を回動可能に連結して、キャップ本体２上面を
開閉可能に設けたものであり、上記キャップ本体周壁９外周に下部を嵌合させた周壁12の
上端より頂壁13を延設した有頂筒状をなし、周壁12の後部下端を、ヒンジ14を介してキャ
ップ本体２の後部上端部と回動可能に連結している。また、ヒンジ14の両側に於いて、蓋
体周壁12とキャップ本体周壁９との間に公知の弾性板部15を掛け渡して蓋体３を常時開方
向へ付勢させる如く構成している。更に頂壁13裏面からは上記膨出部10外周に嵌合して注
出口４を閉塞する筒16を垂設している。また、その周壁12の前部裏面をキャップ本体２前
部に凹凸係合手段を介して係合させて閉蓋状態を維持する如く構成している。図示例に於
いて凹凸係合手段として、蓋体周壁12の前部裏面に設けた係合突起17を、キャップ本体２
前部の係止突起18に乗り越え係合させる如く構成している。尚、凹凸係合手段はこの例に
限られるものではなく、凹と凸の係合，凸相互の乗り越え係合であれば良く、例えば、蓋
体周壁前部裏面に設けた係合突起とキャップ本体前面に設けた係合凹部との組み合わせ、
或いはその逆、或いは蓋体周壁の前部裏面に突設した係合突起とキャップ本体前部に立設
したフックとの乗り越え係合、その他種々の形態が採用できる。
【００１５】



(4) JP 4375610 B2 2009.12.2

10

20

30

40

　本発明では、蓋体３の周壁12両側をそれぞれ内方へ弾性変形可能に構成するとともに、
上記周壁12両側の弾性変形時に蓋体周壁12の前部が前方へ突出する如く弾性変形して、上
記係合突起17と係止突起18との係合が解除される如く構成している。蓋体周壁12両側をそ
れぞれ内方へ弾性変形可能に構成するために、上記キャップ本体２の該当位置に蓋体周壁
12が弾性変形するための空間が必要であり、また、弾性変形が可能な材質で周壁12を形成
する必要がある。その様な材質としては、例えば、比較的柔らかい樹脂を選択すれば良い
。また、周壁12の形状は筒状であれば特に限定されず、図示例の如き円形状であっても、
或いは楕円形状であっても、或いは多角形状であっても目的を達成できる。
【００１６】
　図示例では、キャップ本体周壁９の外周上部を上向き段部19を介して縮径部9aに形成し
ている。この縮径部9aは蓋体３の周壁12が嵌合する部分であり、両側所定位置に設けた前
向き段部20を介してその前方を縦幅の広い縮径部9a1 に、後方を縦幅の狭い縮径部9a2 に
それぞれ形成している。更に、この縦幅の広い縮径部9a1 の両側を内方へ凹ませて形成し
た摺動面21を設けている。この摺動面21は、蓋体周壁12の後述するコーナー部が摺動上昇
するためのもので、上方に行くに従って縮径するテーパ状に形成している。
【００１７】
　蓋体３は周壁12両側に設けた後向き段部22を介してその前方の周壁を上記縦幅の広い縮
径部9a1 に嵌合する幅広部12a に形成するとともに、その後方の周壁12を上記縦幅の狭い
縮径部9a2 に嵌合する狭隘部12b に形成し、更に、該幅広部12a の後端部下端のコーナー
部24がそれぞれ上記摺動面21を摺動上昇する如く構成している。この様に構成することに
より、係止突起18と係合突起17との係合解除とともに、開方向への蓋体３の回動を自動的
に行える如く構成している。
【００１８】
　上記の如く構成したキャップ１は、閉蓋状態から蓋体３の周壁12両側の幅広部12a 後端
部を押圧することにより、上記幅広部12a のコーナー部24がそれぞれ摺動面21を摺動し、
蓋体３を開方向へ押し上げるとともに、周壁12前部が前方へ突出する如く弾性変形して係
合突起17が係止突起18との係合を解除し、次いで、各弾性板部15の作用で自動的に開蓋す
る。また、蓋体３を閉じる際には単に蓋体３を閉方向へ回動して押し下げれば良く、この
際係合突起17の係止突起18に対する乗り越え係合は力を加え易いため、その係合強度が大
きい場合にも容易に係合させることができる。また、各コーナー部24に度重なる弾性変形
のため内方への変形があっても、摺動面21により強制されて元の状態に戻る。
【００１９】
　尚、本発明は上記実施例について説明したが、本発明の要旨を変えることがない範囲で
各部の具体的構成は種々変更できる。例えば、蓋体の周壁は上記幅広部12a と狭隘部12b 
を有するものに限らず、通常の筒状であっても良い。その場合、両側押圧部分対応位置に
弾性変形可能な空間があれば良い。また、上記摺動面を摺動する部分が幅広部12a のコー
ナー部24に限らず、周壁内面所定位置に摺動突起を突設しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明キャップを示す斜視図である。（実施例１）
【図２】同実施例の開蓋操作を説明する説明図である。（実施例１）
【図３】同実施例の開蓋操作を説明する説明図である。（実施例１）
【符号の説明】
【００２１】
　２…キャップ本体，３…蓋体，４…注出口，12…蓋体周壁，12a …幅広部，
　17…係合突起，18…係止突起，21…摺動面，22…後向き段部，24…コーナー部
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